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第一章 緒 言

一般 生 物 學 二於 ケ ル形 態或 ハ ソ ノ種 々 ナ ル 生

活 随 伶 現象 ノ科學 的 詮 明 二封 シテ、 輕 近 物 理 化

學 的 考 察 ト醤 學 的研 究 トガ漸 次 ル ミ寄 リツ ・ア

リ ト錐 モ、 倫 未 知 ノ鮎 少 シ トセズ.細 胞 二於 ケ

ル 「プロ テイン」ハ機 能 的 ニモ最 モ櫃 要 ナ ル地 位

テ有 ス ル所 ナ ル モ、 コ レガ本 態 二關 シテ ハ膠 質

化 學 的 方 面 ヨ リ ノ見地 テ無 覗 シ得 ザ ル所 ナ リ。

事 實 細 胞 内病 理學Intercellularpathology二

於 ケ ル 「プロ テイン」 ノ攣 化 、 即 チ ソ ノ膠 質化 學

的駄 態 ノ慶 化 テ吾 人 ハ 日常 看 過 シ得 ズ。 而 モ コ

ノ攣 化 タ ル ヤ水素 「イ オ ンJ二 依 リテ影 響 セ ラル

ル所 最e大 ニ シ テ、 コ ノ瓢 水 素 「イ オ ンJハ 「プ

ロ ティン」ノ物 理 化 學 的 性 歌 ヲ髪 動 セ シムベ キ鍵

ナ リ ト構 シ得 ベ シ。

細 胞 「プ ロ テ インjノ 膠 質 歌 態 皇Pチ,,Eukolloi一

dit5t,'ハ 有 機艦 ノisoton{a,isothermia,iso-・

sonia等 ノ調 節機 轄 二支配 セ ラル ・所 ニ シテ、

就 中isoionia二,il5ス ル モ ノハ 且 ●及 ビOH'

ノ李 衡歌 態 テ以 テ ソ ノ尤 ナ ル モ ノ トス。

廣 ク生 禮 二及 ボ ス 酸 ・盤基 李衝 ノ影 響 二關 スル

文献 テ渉 獄 スル ニ、 夙 二ll3(3}Loeb及 ビ ソノ協'

同者 ノ動 物卵 子 登 育 二關 ス ル業 績 テ見 ル。 更 二

{ll(6}Schadeハ 病 理 的 炎衝 部 位 二於 ケ ル酸 。盟基

李衡 二就 テ研 究 シ、(7》Balintモ 亦 腫 瘍 二就 キ報

告 ス ル所 ア リ。 更 二又 炎 衝 ト酸 盤 基 甲 衡 トノ問

題 ラ研 究 セル モ ノニ、 《8》Luithlenノ 業績 ア リ。

氏 二依 レバ外 部 ヨ リ附 與 セ ル刺載 二封 スル皮 膚

反 慮 ハ、 擁 取 セル食 餌 ノ性 質 二影響 セ ラル ・所

ア リ、 即 チ盤 酸 テ服 用 セ シメ タル モ ノハ刺載 論

封 スル皮 膚 反 慮 ノー般 二強 キ ラ詮 ケ リ。
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{9}Chiariu ・Januschkeモ 結 膜 二就 キ 實 験 的 二

伺 一 ナ ル事 實 テ 経 験 セ リeサ レ ド(ie)K.FUrst

ハ コ レ ト逆 ノ結 果 テ 得 タ リ
。(ll)Wirtzハ 人 間 ノ

前 臆 皮 膚 二 就 キ コ レ ニ電 氣 的 刺 戟 邦 膿 シ、 酸

性 ハ 炎 衝 テ 促 進 シ、 賂 基 性 ハ 阻 止 的 二 作 用 ス ト

言 ヘ リ。54〈i2)Sauerbruchu・a器Hermannsdor-

ferハ 酸 性 食 餌 パ ー 般 二 創 傷 ノ 治 癒 機 輔 二良

果 ア ル テ系璽験 シ、 コ ノ事 實 ヨ リSauerbruchハ

炎 衡 「ア チ ドー ゼ ノ ・生 需 ノ防 衛 機 轄 ニ シ テ 中 毒

症 歌 ニ ハ 非 ラ ザ ル 旨 テ述 ベ タ リ。

以 上 列 塞 セ ル文 獣 二於 テ ハ 同 時 二 介 在 スベ キ 細

菌 感 染 ノ場 合 テ論 及 セ ズ.

(15℃lairmontハ 葡 翻 犬球 菌 或 ハ大 腸 菌 ノ感 染 二

個 ル 創 傷 バ ー 謹 酸 テ服 用 セ シ 云 ル 事 二依 リ良 好

ナ ル結 果 テ招 來 ス ト言 ヘ リ.

G.S.H.((1$iGerson.Sauerbruchu.Herman-

nsd・rfer・)氏 食 餌 ハ 結 核 二数 果 ア リ ト 構 λ ル

モ ・ ソ ノ治 慈 機 韓 ハHermannsdorfer=從 ヘ

バ コ レ等 食 竃耳二因 ル 「ア チ ド・一 ゼ」二 存 ス ル モ ノ

ナ リ ト。

{IBGazau・Brandiハ 急 性 炎 衝 ニ ハ 盤 基 性 、

慢 性 炎衝 ニ ハ 酸 性 附 與 ガ 有 利 ナ リ トス.更 二

Hermannsdorferハ 酸 幽 付與 二因 リ組 織 液 ノ

減 少 テ來 シ、 延 イ テ細 菌 蛇 ニ ソ ノ毒力 ノ減 退 テ

來 スモ ノナ リ ト述 ベ タ リ.

鼓 二興 深 キ ハClairm・nt・ ・培 養 二當 リテ連鎖

歌球 菌 ハ比 較 的 耐酸 姓 テ有 λル モ、 葡 萄状 球 菌

及 ビ大 腸 菌 ハ稻 丸酸 性 二封 シ敏 感 ナ ル テ知 リタ

ル黙 ナ リ。 既 二躍Michaelis及 ビ ソ ノー 派 ハ細

菌 ノ檜 殖 二封 シ、 ソ 戸 メ ヂ ウ ム」 ノ水 素 「イ オ

ン」濃 度 ガ重 大 ナル關 係 テ有 スル 旨 テ指 摘 シ
、(21)

Keysseru・Ornsten・ ・水 碧 材 ン膿 度 ハ細

菌破 壌 ノ決 定 要素 ナ リ ト述 ベ タ リ.

班 二(22)Schadeu.Claussenハ 結 核 薗 塘 殖 ノ至

適 水素 「イ オ ン」濃 度 ラ決 定 シ、PHニ テ6.2乃

至6・9ノ 間 テ以 テ檜 殖 好 適 圏 トナ ス。

(鋤Dernbyハ 廣 ク卿0種 ノ 細 菌
二就 キ ソノ檜

殖 好 適 水 素 「aオ ン」濃 度 テ求 メ タ リ。 氏 二依 レ

バ連鎮 状球菌 ハPHニ テ6 ・2乃 至7・0葡 萄 状 球

菌 ハ7・2乃 至7.6ノ 間 二存 ス トナ ス。 コ ノ製概

述 ノClairm◎ntノ 文獣 ト封 比 シー脈 相 通 ズ ル

所 ア リ。

酸 ・盤基 李衡 失調 ガ 結 核 二及 ボ ス影 響 テ探 究 ス

ル上 二、 細 菌學 的 二結 核 菌 ソ レ自禮 ノ性質 、殊

ニ ソ ノ封 酸 性或 ハ封 盤 基 性 ヲ精 査 スベ キハ
、結

核 菌 ノ檜 殖 ガ畢 寛結 核 病勢 ト關連 深 キ ガ故 二意

義紗 シ トセズ。 余 ノ結 核=及 ボ ズ ァ チ ドー ぜJ

ノ=影響 ヲ究 明 セ ン トス ル ニ當 リ、 コ ノ1貼ハ第 三

篇 二述 ブル所 ア ラン トス.

1ア チ ドー ぜ」ノ結 核 二封 スル關 係 二就 テ へ 既

二鶴BonannoA ・Mノ 報 告 ア リ。 氏 ハ海狼 テ

用 ヒテ實 験 シ艦 重 ・生存 日撒 共 二 酸性 食餌 群 ハ

最 モ不 良 ニ シテ早期 二艶 死 セル モ ノ ・大 部 ハ コ

レニ属 シー 般 二抵 抗 力弱 シ ト述 ベ タ リ
。 更 二氏

ハ 穆性 食 餌 テ以 テ健 常 海猿 テ飼 育 ス ルニ結 核 感

染 早 シ ト附 言 セ リ。

吾 國 二於 テ ・慨 杉 沼 バ ラノ リ ン:飼 養 ノ結核 動

物 二於 テ ソ ノ病 攣 ハ封 照 二比 シ摩り甚 ナ ル テ報 告

シ/⑳井 上 ハ 「ア チ ドー ゼJ洗 起 λガ如 キ食餌 テ以

テ動 物 テ飼 養 スル時 ハ結核 感染 後 ノ経 過 二悪 影

響 ア リ ト述 ベ タル モ 「ア チ ドー ゼ」ノIAi]定ハ行 ハ

ザ リキ。

(2s,Balintu .Weiss.モ 亦 結 核 感 染 海 獲 二盤 酸 テ

服 用 セ シメ タル實 験 二於 テ、 ソ ノ生 存 日撒 ノ短

縮 セ ラル ・ノ事 實 ラ 知 リ斯 ル海 狽 二於 テ ハ 「ア

レルギ ーJモ 滅 弱 セ ラル ・旨 ラp附言 セ リ
。コ レニ

反 シ重 炭 酸 「ソー一ダ」ヲ服 用 セ シメ タ ル結 核 感 染

海 猿 ニ テ ハ病 竃 二繊 維 緑 細 胞 ノ増 多 テ來 ス黙 ヨ

リ、 氏 ハ監基 性 ハ結 核 組 織 ノ檜 殖 機 韓 テ促 進 ス

ル モ ノナ リ ト報 告 セ リ.

以 上渉 猟 略 記 セル業 績 テ通 覧 スル ニ結 核 二封 シ

「ア チ ドー ゼ」 テ 不 利 トナ ス モ ノア ル モ
、Her-

niannsd・rferノ 如 ク有 利 ナ リ ト解 λル ア リ
,,}サ

レ ドー 般 二酸 性食 餌 トシテ或 ル種 ノ扁 食 テ強 行

スル ハ、 生艦 必須 ノ養 素囁 取 量 二攣 調 テ來 シ酸

盤基 李衡 ノ失 認 例 ヘ バ ヂァチ ドー 匂 ノ 未グ無

キ ニ關 ハ ラ ズ斯 カル事 柄 ソ レ自膿 飢 二結 核 二悪

影 響 グ齎 ラス場 合 モ ア ルベ シ。 故 二余 ハ試 験 獣
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封 照獣 ハ共 二通 常 盒餌 テ以 テ飼 養 シ、 ソ ノ生 活

二必 要 ナ ル養 素 ハ完 全 二且 ツ十 分 二振 取 セ シム

ル ト共 二、 「アチ ドー ゼ」ハ別 二盤 化 安 門 ノー 定

量 ヲ服 用 セ シム ル事 二依 リ テ コ レ テ 惹 起 セ シ

メ、 以 テ ソ ノ結 核 二及 ボ ス影 響ラ 観 察 スル事 ト

セ リ。 余 ハ今村 教 授 ノ指 導 ノ下 ニ コ レガ實験 二

從事 シ、鉱ニソノ結果 チ報告セントス。實験成

績 ノ大略ハ昭和9年4月 日奉結核病學會縮會二

於ケル㈹今村教授 ノ細 菌免疫學的方面 ヨリ親

タル肺結核 ノ豫後」ナル宿題報皆ノー部=於 デ

駿表セラレシモノナ リ。

第二章 實験方法

Bゑlintノ 實験 二於 テ 「ア チ ドー ゼJヲ 惹起 セ シ

ムル 目的 二 監 酸 テ用 ピタ リ。 郎 チ氏 ハ 海猿 二

N/IQ盤 酸 ノ5乃 至6耗 ヲ毎 日 「カテ ー テル」ヲ

以 テ注飲 セ シメ コ レニ依 リテ惹起 セ ラル ・血 漿

ノ水 素 「イオ ン」濃 度 ヲHallbu.Weissノ 方 法

テ以 テ測 定 セ リ。 既 二余 ハ第 一 篇 二於 テ 「ア チ

ドー一ゼJテ 惹 趨 セ シム ル 目的 ノ下 二諸 種 ナル方

法 テ撰 ピ タル モ、 ソ ノ内盤 化 安 門 ヲ服 用 セ シム

ル方 法 ノ頗 ル合 理 的 ニ シテ且 ツ目的 達成 ニ モ極

メ テ優 秀 ナ ル テ知 リタ リ。 余 ハBalint二 微 ヒ

盤 化安 門 ノー 定 量 テ溶 液 ノ形 テ 以 デ カ テー テ

ル」二依 リ注飲 セ シメ、 コ レニ 依 リ テ 惹起 スル

「アチ ドー ぜ」ガ結 核 感 染 ノ経 過 二如何 ナル影 響

テ齎 ラ ス カ テ検 スル事 トセ リ。

1。 實 験 黎備

試 験 獣 ハ総 テfツ(ご ル ク リ ンJ皮 内反 鷹 陰1生ニ シ

テ、 淋 巴腺 系 統 二腫 脹 等 ノ異 常 テ認 メザ ル300

瓦 内外 ノ雄 性 海 狸 ノ ミテ撰 ピタ リ。 海狸 ハ撒 日

當 教 室 ノ飼 料 侮 日雪 花 茱 週 二2同 青 草 投 與)テ

以 テ飼 養 シ、 健 康 状 態 二異 常 ナ キ テ確 メ タル上

結 核 二感 染 セ シム.結 核 感染 ノ方法 ハニ 種 類 ト

シー ハ大 腿 部 皮 下=1/5000mgテ 、一一ハ腹 腔 内

二1/10000mgノ 結 核 菌 テ接 種 シコ ノニ 種 ノ感

染 様 式 ノ海 狸 群 ハ ソ ノ各 二就 キ更 二甲 乙二 群宛

二分 チ、 甲群 ハ直 チニ聴 化 安 門 ノ注飲 テ開 始 シ

fア チ ドー ゼjテ 惹 起 セ シム ル事 トセ リ
。 而 シテ

接 種 セル結 核菌 ハ何 レモ常教 室保 有 ノ強 毒 人型

上 池 株 ナ リ。

2.「 アチ ドー ゼ」惹起 法

盤 化 安 門 ハ ソ ノ味 辛 辣 ニ シテ海狸 ハ普 通 ニ ハ ゴ

レ ラ囁i取 セ ザ ル テ以 テ、 「カテー テ ル」ニ テ強制

的 二 注 飲 セザ ル ペ カ ラズ。 即 チ10%盤 化 安門

水 溶 液 ヲ調 製 シ、 海狸 罷 重1班i二 就 キ 拉 毛ノ割

合 テ以 テ注飲 セ シメ タ リ。 胃 内容 ガ食餌 ニ ヨ リ

テ充 満 セ ラ レ居 ル時 ハ 「ヵ テー テ ル」ヲ以 テ注 飲

セ シム ル モ、 口腔 内 二再 ピ盤 化 安 門溶液 ノ逆 流

ス ル場 合 多 ク、 且 ツ コ ノ際 往 々氣 管 内 二溶 液 ノ

吸 引 セ ラ レテ窒 息 ス ル事 ア レバ注飲 操 作 ハ早期

室 腹 時 ニ コ レラ行 ピタ リ。

斯 クテ結 核 菌接 種 ト同 時=爾 後 短 日1同 宛 右方

法 二從 ヒ盤 化 安 門 テ注飲 シ行 ク時 ハ、 時 日 ノ経

過 ト共 二海猿 ハ連 緬 的 二 「ア チ ド・・一一ゼJ二 陪 リ、

ソ ノ艦 重 蚊 二活 動 力 モ低 下 スル モ ノナ リ。

鞭 化 安 門 ノ連 日服 用 二因 ル 「アチ ドー ぜ」ノ状 態

テ知 ラ ン ト欲 シ左記 豫 備 實 験 テ 行 ヒタ リ。(第

一一篇 ≧ モ同様 ナ ル實験 ア リ1

第三章 實験成績

連 日盤化安門テ結核感染海猿二服用セシムル時

へ 時 日ノ経過 ト共二漸次憔警脱力 シ、 コレテ

盛化安門 テ注飲 セザル封照群 ト比較 スル時ヘ

ソノ燈重二於テ榮養歌態二於テー般 二著明 ノ差

等 アリ。 封照群ニテハ未 グ艶死セザルニ 「アチ

ドー ゼ」群 二於 テ ハ相 綴 ギ艶 死 スル ア リ。 斯 グ

注 飲 艶 回 前後 二及 プ時 ハ 「アチ ドー ぜ」群 ニ ア

リテ ハ外 見上 重 篤 ナ ル症 封犬テ呈 スル ニ至 ル テ以

テ、 盤 化 安 門 ノ注 飲 操 作 テ暫 ク中 止 シ、 症歌 二

慮 ジ テハ再 ビ注 飲 操 作 テ撒 同返 覆 シ、 結 核 菌接
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種 拉 二盤化 安 門注 飲 開 始 後1ケ 月 目 二封

照群 ト共 ニー 齊 二撲 殺 シ ソ ノ病 理學 的所

見 テ究 明 セ リ。

第 一 節 肉 眼 的 解 剖 所 見

(1)皮 下結 核 感 染 海 狸 解 剖 所 見

A、 實験 的 「アチ ドー ゼJ群(第2表 参 照)

髄 重 實験 前 ノモ ノニ比 シ解剖 時 ノ匿 重

バー般 二減 少 セル モ ノ多 シ。 サ レ ド幾分

増加 セ ル撒 匹 ノ例 外 ア リe(A.20、A.42、

A.58、A.67>

接 種 部位 ノ攣 化 結 核 菌 接 種 當初 ソ ノ局

所 鄙 チ左 大腿 部 皮 下 二於 テ輕 度 ノ浸 潤 テ

認 メ、 爾 來 連 日盤化 安 門 テ服 用 セ シ メ

テ10日 前 後 ラ 経 過 スル ニ接 種 部位 ノ皮

膚 ハ ソ ノ皮 下結 締 織 ト癒=著 シ該 皮 膚 ノ移

動 テ徴 シ難 ク且 ツ暗 紫 赤 色 ノ皮 下 出 血竈

テ透 見 スル モ ノア リ。

接 種 部位 二於 ケル皮 膚 ノ皮 下 結 締織 トノ

癒 著 高 度 ナル モ ノ或 ハ皮 下 出血竈 ノ廣 範

ナ ル モ ノニ テハ該 部 ノ強 直 ラ來 シ蓮 動 障

碍 テ件 フモ ノ ア リ。(A.13、A.23、A・28、

A.29、A.43、A.69海 猿)更 ニ コ ノ部 位

テ切 開 スル ニ皮 下 出血 高 度 ニ シテ皮 下 結

締 織 ハ宛 モ腐 肉歌 テ呈 シ皮 膚 ト固 ク癒 合

セ リ。(窮 眞 参 照)

部 囑 溝 巴 腺 、結 核 菌接 種 後 腫 脹 逐 日増 大

シ、 前 記 皮 下 出 血竈 ノ廣 範 ナ ル場 合 ハ コ

ノ中 二埋 浸 園続 セ ラル ・場 合 ア リ。 即 チ

皮 下 出血 竈 ノー部 二於 テ、膝 髪 腺 ノ中心

部 乾 酪 檬 攣 性 二陥 リ或 ハ 既 二軟 化 セル モ

ノヲ登 見 スル事 ア リ。(A.59、A.62、A.

43、A.29、A.28、A.23)

脾 臓 容 積 ハ概 ネ膨大 シ コ レラ秤 量 スル

ニ1.5瓦 以 上 二 及 ブモ ノア リ。(A.23、

A.29、A.41、A.42、A.45、A.58、A。62)

表 面 ハ概 ネ粗 糧 ニ シ テ 時 二穎 粒 状 テ呈

シ、 ソ ノ中 二灰 白色粟 粒大 或 ハ時 二庶 實

大 ノ結 節 ラ散 登 隆 起 ス。或 ハ輩 二容 積 膨

大 ス ル ノ 走ニ シテ表 面 比 較 的 滑 澤、 結 節



814 西村=結 核 二及 ボス 「アチ ドーVJノ 影響 二關刃 レ實験 的研 究 【第13巻

ノ紗 キモ ノア リ。(A.49、A.67)

肺 臓 一 般 二嗜 紫 色 テ呈 スル モ ノ多 ク、 左 右各

葉 ラ通 ジ肺 門 部 二接 シテ粟 粒大 若 シ クハ麻 實 大

ノ結 節3、4個 テ見 ル ノ ミニ シテ著 シ ク多 登 セル

モ ノナ シ。

肝 臓 及 ピ腎 臓 著 憂 ナ ク結 節 ヲ認 メ タ ル モ ノナ

シe

遠 隔 淋 巴 腺 腸 問膜 腺 、肝 門腺 、後 腹膜 腺 氣 管

枝 腺 等 全 般 的 二腫 脹 膨 大 セル モ ノ多 ク、 且 ツ コ

レ等 淋 巴 腺 ノ表面 二於 テ微 細 ナル貼 黙 ノ出血 テ

見 ル モ ノ多 キ ハ注 意 スベ キ鮎 ナ リ。

B、 鞭 化 安 門 テ 服 用 セ シ メザ ル封 照 海猿 群(第

3表 滲 照)

艘 重 、實 験 前 ノモ ノニ比 シ解 剖 時 ノ禮 重 バー 般

二檜 加 セル モ ノ多 シ。 サ レ ド幾 分 減 少 セ ル3例

ア リ。(A.35、A.69、A.70)

接 種 部 位 ノ攣 化 結 核 菌 接 種 當初 局 所 即 チ左 大

腿 部 皮 下 二於 テ輕 度 ノ浸 潤 テ認 メ タル モ ノア リ

シモ、 何 レモ該 攣 化 ハ間 モ ナ ク清散 セ リ。 且 ツ

接 種 部 位 ノ皮 瞬 蛇 ニ ソ ノ皮 下 結 締織 ノ癒著 或 ハ

該 部 ノ皮 下 出 血 等 ハ 認 メ ラ レ ズ。

部 属 淋 巴 腺 部属 鼠践 腺 特 二部 厩 膝 襲 腺 ハ逐 日

膨 大 腫 脹 ス。 解 剖 時 二於 テ膝 髪 腺或 ハ時 二鼠 践

腺 ノ中心 部 ガ乾 酪様 攣 性 二陥 リタ ル モ ノテ見 タ

レ共 、(A.31、A.36、A。39、A.65、A.66、A.

68、A.70、A.71、A.74)ソ ノ激 ハ 「アチ ドー ゼ」

群 ノ場 合 ノ如 ク多 カ ラズ。 加 フ ル ニ病 勢 ノ更 二

進 ミテ軟 化 セ ル モ ノ等 ハ1例 モ コ レニ遭 遇 セ

ズ。

脾 臓 容 積 ノ膨 大 セル モ ノラ見 ズ。 表 面 粗 槌 ニ

シ テ灰 白色粟 粒 大 ノ結 節 ラ見 シモ ノ(A.31、A.

32、A.33、A.37、A.39、A.40、A.72、A.75>ア

ル モ、 コ レラtア チ ドー ぜ」群 二比 ス レバ ソ ノ激

二於 テ ソ ノ質 二於 テ著 シク輕 少 ナ リ。

肺 臓 結 節 ノ畿 生 セル モ ノ殆 ボ ナ シ。(例外A。

37>

肝 臓 及 ピ腎臓 壁 化 ラ認 メ ズ。

違 隔 淋 巴腺 腸 間膜 腺 ・肝 門腺 ・後 腹膜 腺 ・氣 管

枝 腺等 或 ル モ ノハ脹 腫 シ、 或 ル モ ノハ健 常 ナ ル

モ、 全 般 的 二観 察 シデ アチ ドー ゼJ群 二比 シテ

ソ ノ鍬 及 ビ程 度 ハ輕 微 ナ リ。 殊 二淋 巴腺 表面 二

於 テ出血 ノ徴 テ呈 セ ル モ ノハ1例 モ コ レテ見 ズ。

(2)腹 腔 内結 核 感 染 海 狸 ノ解 剖 所 見

A、 實験 的 「ア チ ドー ゼJ群(第4表 蓼照)

罷 重 實験 前 ノモ ノニ比 シ解 剖時 ノ龍 重 バー般

二滅 少 セル モ ノ多 シ。 サ レ ド幾 分 増 セル モ ノ3

例 ア リ。(E.2、E.4、E.16)

接 種 部 位 ノ憂 化 ナ シ。

大 網 胃下 部 二牽 引 セ ラ レ庶 實 大 、 時 二小 豆大

ノ乾 酪 様 憂 姓 竈 テ連 ヌ ル モ ノ多 シ。(E.2、E.3、

E.6、E.7、E。10、E。1】 、E.16、E。17、E.18、

E.19>

脾 臓 容 積 ハ殆 ン ド例 外 ナ ク膨 大 腫 脹 シ、秤 量

ス ル ニ1.5瓦 以 上=及 ブ モ ノ撒 多 ア リ。(E.1、

E.2、E.3、E。4、E。5、E.6、E。9、E.10、E.11、

E.12、E.13、E.16、E.17、E.18)表 面 ハ粗槌 更

二穎 粒 状 ヲ呈 シ灰 白色麻 實大 ノ結 笛 ラ多 螢 ス。

肺 臓 一般 二暗 紫 色 テ呈 ス ル モ ノ多 ク、 各葉 テ

通 ジ粟 粒 大乃 至麻 實 大 ノ結 節 テ多登 スル モ ノ多

シo

肝 臓 一般 二慶 化 ナ キ モ ノ多 キ モ、 二 三 表面 二

糟 歌 ノ結 節 ヲ見 ル モ ノ ア リ。〈E.2、E.7、E.13>

肝 臓 自龍 ハ幾 分貧 血性 ナ ル モ ノ多 キガ如 シ。

腎 臓 攣 化 ア ル テ認 メズ。

各 淋 巴 系 腸 間 膜 腺 ・肝 門腺 ・後 腹膜 腺 ・氣 管 枝

腺 等何 レモ著 明 二膨 大 腫 脹 シ、病 攣 高 度 ノモ ノ

ニ ア リ テ ハ ソ ノ 中心 部 ハ 乾 酪 様 攣 性 二陥 ルモ

ノア リ。

B、 盤 化 安 門 テ 服 用 セ シメ ザ ル封 照海 猿 群(第

5表 参 照)

艦 重 實 験 前 ノモ ノ ニ比 シ解 剖 時 ノ罷 重 ハ増 加

セル モ ノ多 シ。サ レ ド反 ツ テ減 少 セル2例 ア リ、

(E.33、E.35)

接 種 部 《立 ノ髪 化 ナ シ。

大 網 時 二胃 下部 二繰 轄 牽 引 セ ラ レ、粟 貌 大或

ハ癩 實 大 ノ乾 酪 様 攣 性 竈 ラ連 珠駄 二現 出 セル モ

ノ ア リ。 大網 二於 ケ ル結 核 病 攣 ハ 「アチ ドー ぜ」

群 二比 シテ著 明 ナル差 等 テ認 メ得 ズ。
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脾 臓 容 積 ノ膨 大 腫 脹 セル モ ノテ認 メ ズ。 且 ヅ

結節 ノ大 サ及 ピ撒 ラ「アチ ドー ゼJ群 ノモ ノニ比

スル ニ著 シク輕 少 ナ リ。

肺臓 大 多籔 二於 テ結 節 ノ形 成 セ ラル ・テ見 ル

モ ソノ程 度 ハ 「アチ ドー一一ic"J群二比 シ テー般 二輕

微 ナル モ ノ多 ク、 結 節 自艦 ノ大 サ モ概 シテ小 ナ

ル ガ如 シ。

肝 臓 殆 ン ド攣 化 テ認 メ ズ。 僅 カニ2例 二於 テ

欄 犬ノ粟 粒 結 節 ノ存 セルe襲 見 セ リ、(E.21、

E.33)

腎 臓 攣i化ナ シ。

各 淋 巴系 腸 間 膜 腺 ・肝 門腺 ・後 腹膜 腺 ・氣 管枝

腺 等何 レモ腫 脹 シ、 且 ツ病 勢 ノ強 度 二進 行 セ ル

モ ノニ テハ乾 酪様i攣性 二陪 レル モ ノ ア リ。 コ ノ

鮎 「アチ ドー ぜ」群 二比 シテ大 差 ナキ ガ如 シ。

以 上述 べ シ所 ハ次 ノ解 剖 所 見表 ニ ヨ リテー 層 明

ノ

瞭 ナル ベ シ。

左記表 中ノ記號 ハ

A、 接種部位 ノ出血程度
一
、接種皮下 二全 ク出血 ナ キ毛ノ

十、輕度 ノ出血 ニ ンテ外部Nリ 出血 ヲ透 見 シ得

ザル・モ ノ

H、 出血竈 ノ直径1、0糎 以内ナルモ ノ

柵、 出血竈 ノ直裡1.0以 上 ニシテ皮膚 ヲ透 シテ

明 ラ カニ皮下 ノ出血 ヲ認 メ得 ルモノ

B、 部鴎淋巴腺 ノ結核性攣化

一、全 ク病憂 ヲ認 メザルモノ

十、米粒大以下 ノ腫脹叉ハ硬結

++、 小豆大以下 ノ腫脹叉 ハ硬結

柵、碗豆大前後 ノ腫脹叉 ハ硬結

柵、碗 豆大 二腫脹且 ツ軟化 セルモノ

C、 淋巴腺及 ビ内臓 ノ結核性攣化

一、 結核性攣化 ヲ認 メザルモノ

十、極 メテ輕 微 ナがラ結核病縫 ヲ認 ムルモ ノ

++、 中等度 ノ結核性攣化

柵、 高度 ノ結核性攣化

(第2表) 連 日盤化 安門 ヲ服用 セシメテ「アチ ドーゼ」ヲ惹起 セ シメタル

皮下結 核感染海猿 ノ解剖所見

海
狸
番
號

性

膿 重(瓦)!肉 眼 的 解 剖 所 見
… … 　 悼… 一 一 …

實験前解剖時

1

接種
部位
出血

部鵬
淋巴 脾
腺(瓦)

肺
}

肝 腎
遠 隔 淋 巴 腺

糠 細腺騰 鷹
A.U ♂

T
o

390 345 粁 惜 十十 〇.7 一 一 一i十}十
…

}十 督

A13 330 300 柵 柵 十十 〇.9
一 一

ヨ
一1十 十1十

…

十 十

A.14 ♂

舎

凄

3501350
華

十十 柵 十1.0 +1一 ・一 十 十十 十 十

A.17 490{440 什 柵 十十 〇.8
一 一 一 十 、 十 十 一

A,30 舎…
舎

㎝ 　

♂}
♂

♂

300 32ろ 卦 惜 十12 一 一
…

一 一 、 十 一 十
暫一

A.21 3SO 330 十 柵 十十 〇.9 一1一 脚 +i什 十 十

A.23 520 520 惜 柵 十十2.0 十十 一 一
十i十 … 一 十

A.25 360 300 十 榊 十 〇。9
一 一 一 一 … 十 十 十

A.28 370 350 柵 柵 十十L3 一 一 一 十 ・ 十}
…

十 十

A.29 含一
♂

♂{
舎}
♂

㎜㎜ ㎜㎜∵ 欄櫓

♂一
♂㎝ 奉

♂　
♂一
舎一
♂

470 440 惜 柵 斗十2.0 什 一 一 一 ・ 十 十 什

A。30 470 445 什 柵 十 〇.8 一 一 一 十1十
毒

一 十

A.41 400 360十 十 柵 十十2.5 一 一 一
…

十1十 十 十 一

A。42 330 345十 帯 十十2。0 一 一 一;+i一 十 十

A.43 380 335 柵 柵 十1.2 十 一 一一} 一1+ 一 十

A.45 345 340 十 柵 十十L7 一 欄 一
…十

i十}
一 一

A.48 謝 300 一 柵 十 〇.9 醐 一 一 十 一 十 十

A.49 345 325 一 卦 一 〇.9 十 一 一 十 十
…

十 赫
『 補

A.51 375 320十 柵　 _

柵

十十 〇.7
一 一 噛 _i_

… 十 一

A.55 365;355-

i
十 〇.9

一 一 一1十;十
ll

一 一

A56 3SO360十 帯 十昏1.2
一1 一 一i+

、 一 十1十
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58ん

59八

60A

62ん

63A

67A

舎

一
舎

【
舎

一
♂

}
♂

【
舎

345

385

「i秀～デ

360

370

365

355

355

310

「面
350

380

十

柵

十

惜

柵

柵

柵

柵

柵

什

十十2.0

榊1.2

十十 〇.8

十1.5

十十 〇.8

十 〇.7

十

十

十

十

十

朴

十

十

十

十

十

十

十

十

註 使 用 結 核 菌 人 型 上 池 株15日 培養 ノ モ ノ

接 種 部 位 左 太 腿 皮 下 、 接 種 菌 量1/5000mg.

實 験 開始 日A.11→A.30昭 和8年6月6圓(第1回 實験)

A.41→A67"7月11日(第2同 實験)

解 剖 日A.11→A.30"7月5日

A.41→A.67,,8 .月17日

糎 化 安 門 服 用 同 数 何 レモ23回

(第3表)皮 下 結 核 感 染 海瞑 ノ解 剖 所 見 、(樹 照)唖 化 安 門 ヲ服 用 セ ザ ル モ ノ

海
狸
番
號

性

{ 鵬 重(武)
肉 眼 的 解 剖 所 見

一 幽

實験前
部罵
淋巴
腺

脾 圃 肝
i{

腎
遠 隔 淋 巴 腺接種

解剖時 部位
出血

㎜……

糊 肝繊簾繍
A.31 ♂320 355 一1柵 十十 〇.8

一 噛 一 十 +{ 十
一

A.32

　 御

舎i370 420 _[+
…

十 〇.7
顯騨胴■r-口 繭 一 十 輔

!
十 十

A.33
一一 一i

390 420 一[什 十?0.7一
一 ヒ 一 嗣

…

+i一 十

A.34 430 490
1

-1十 十 ・-0 。6 _}_ 一 一 一i一 十

A.35 440 420
…

-i十}
　

一 〇.7 一 一 一 十 一 一 一

A.36 τ「

造」

450 520 一 柵 一 〇 .8 一 一 一 十 一 十 一

A.37 470 470 一 十十 十?0。7一 十 一 一 十 十 一 十

ん38

♂一
♂一
舎

♂一
♂㎝
♂一
舎一
♂一
♂一
舎一
♂一
♂』
舎一
舎

♂』
舎

390 弗・ 一 匪 一 〇.6 一 一 一 囎 一 十 一

A.39 430 445L瞳 十 〇.6
一 欄 一 一 一 一 十

A.40 300 320 一1赫 十十 〇.7
一 一 一 一 十 十 十

A.65 350 380 一
ト

柵 一 ・0.8 一 一 一 十 一 一 口

A。66 390 400 一 榊 一 〇.6
L

一 一 一 一 一 十一 一
一

一

A.68 360 380 一 柵 一 〇 .6 一 一 一 一 一 一

A.69 335 300 一 朴 一 〇 .5 囎 一 一 十 一 一 一

A.70 375 345
;

一 柵 一 〇.7 一 一 一 一 十 十 十

A.71 385 410
3

-… 惜
～

一 〇.7 一 一 一 一 一 嘲 一

A72 345 360 一i什 ±?o .8 一 一 一 一 嗣 十 十

A、73 355 380 岬 督 一 〇.7 一 一 一 一 一 十 十

A.74 380 400 一 柵 トo・7
一 一 脚 十 十 督 一

A.75 350 380 一 十十 {+0.7 _η 一 一 一 十 十 十

註 結 核 菌 ノ接 種 操 作 ハ「ア チ ドー ゼ」群b同 ジ

脾 臓 所 見 ノ内 ±?ト ア ルハ結 核 病 愛 トス ル ニ・・疑 ハ シ ク顯 微 鏡 的精 査 ヲ要 ス ベ キモ ノ

(第4表)連 日盤 化安 門 ヲ服 用 セ シメ テ「ア チ ドー ・tr.,fヲ惹 起 セ シメ タ ル

腹 腔 内結 核 感 染 海 狸 ノ解 剖 所 見

海
猿
番
號一 ㎝　-

E。1

性

膿 重(瓦) 肉 眼 的 解 剖 所 見}一 一 一…__

實験前

　

解剖時

瀞

大網

縦　 }

脾
(瓦)

肺 肝 腎

_____一}}7}}

淋 巴 腺

灘陣腺簾 繍
♂ 56じi550 朴 柵1。5 十

}一

一 一 十 什

}赫 附E.2 ♂ 490!500 惜 柵2.5 十 +1一 骨 i督 朴 陪
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ぞ 霧

E.3 舎 410 390 柵 十十1.5 十 ・ 一 甲 十 粁
鱒

十 赫

E.4 舎 470 485 什 十十1.7 十十1一
一 十 什 十 辮

E.5 ♂ 445 435 什 州12.0 什
き

一 一 帯 替 十十 什

E.6 舎 500 490 柵 柵2.3 柵 一 一 督 甘 督 柵

E.7 ♂ 525 500州1 十什1.2 柵 十 一 什 惜 封 柵

E.9 舎 430 400
辱

什 柵 ・L5 十 一 嘲 十 赫 十 十

E10 ♂ 470 430 惜 柵1.7 什 一 一 督 十 十 什

E.11
一

♂ 430 415 柵 随 ・・9 十 一 一 什
一
甘 什 什

E.12 舎 390 370
筆

++i柵2・o 井 一 一 耗 十 昔 十

E.13 舎 425 410 十十 柵2β 十十 一
一 甘 粁 什 什

　

E.16 含 375 400 柵 十什1.5
;帯

一 一 朴 什 什 柵

E.17 ♂ 410 400 冊 柵2.0 柵 一 一 十 朴 什 朴

E.18 ♂ 4り0 350 柵 帯2.8 十 十 一 什 什

E.19 ♂, 430 390 柵 、帯1.2 粁
…帽i一 朴

…十十 柵
什

註 使用結核菌 人型 上池株

接種部位 腹腔内、接種菌量1/10000mg.

實験 開始 日 昭和8年9月16日 、解剖 日 昭和8年10月4日

顧化安門服用 同数1S同

(第5表)腹 腔内結核感染海狸 ノ解剖所 見、(封照)盤 化安門 ヲ服用 セザルモ ノ

海
猿
番號

性1

}
E.21♂

E.22舎

E.23含

E・24i舎

E.25 ♂

E.26 ♂

E27 舎

E.29 舎

E.30 舎

E31 舎

E.32 舎

E.33 舎

E.34 舎

E。35 歪i

ミ

鐙 重(瓦)}肉 眼 的 解

實験前

}
350

470

400

475

485

360

380

350

370

365

380

440

370

395

剖 所

L淋

見

網大塒鰍

惜
…

…104

幕

柵
⊥
柵
#

幕

葺

⊥
柵

105

204

あ5

40

95

15

05

5

3

4

4

75

70

85

3

3

3

204

ガ諭

903

月菌核結註

十十 〇.8

十 〇.7

十 〇.7

-0 .6

十十 〇.7

十 〇.8

十十 〇.7

十 〇.8

柵0.9

÷0.6

十 〇.8

十 〇.7

十 〇.7

十十 〇.8

第 二節 顯微 鏡 的所見

前節肉眼的解剖所見二依 リテ大略諒知 シ得 ラル

ルガ如ク、皮下結核感染海猿及 ビ腹腔内結核感

染海猿共二、 コレニ連 日臨化安門 ラ服用セシメ

テ恒績的二「アチ ドーゼ」ラ惹起 セシムル時ハ、

ソノ結核 ノ進展即チ結核病攣ハ促進悪化セラル

巴 腺

顯 陣腺駿矧雛
十一一柵

十一十十

什一ー
一甘

十十一§一十

十ー
一

…
…

十

柵「一督

十十一十

十十一一十

什督…
…

{
}

十十
…
ー
き

一十

十十一一

十十一十十

マ「司引十

朴十一一一

ル モ ノ ・如 シの

…柵

}朴

…什

一
+
…甘

「替

【十
一
十
…
什
一
十
一朴

一十

一十

}
十

柵

[朴

㎝柵

㎜十

「什

一
朴

一十

一
十

「
柵

「十

一十

「
督

}十

一十

み

諸種淋巴腺 ノ結核病攣 ノ輕重 ハソノ膨大腫脹 ノ

程度、或ハ更二進 ンデソノ乾酪様攣性又ハ軟化

ノ有無 二依 リテ、肉眼的ニモ比較的容易ニコレ

テ判別 シ得ル所ナルモ他 ノ各臓器例ヘバ脾臓、

腎臓、肝臓等二於ケル結核病攣 ノ輕重ハ大略肉
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眼 的 二刺 別 シ得 ル モ ノナ ル モ淋 巴腺 二於 ケル如

ク ソ ノ判 別 二必 ラズ シモ 容 易 ナ ラ ザ ル 場 合 ア

リ。 即 チ 「ア チ ドー ゼ」群 ト封 照群 トニ於 ケ ル結

核 病 竈 ノ歌 態 ハ時 二肉眼 的 二相 近 似 セ ル事 ア ラ

ンモ、 ソ ノ活動 性或 ハ進展 度 二 甲乙 ア ル場 合 モ

ア ルベ ク、 コ ノ黙 ハ顯 微 鏡 的 精 査 ヲ要 スベ シ。

余 ハ弦 二全 部 ノ實験 海猿 個 々 二就 テ ノ鏡 検 所 見

ハ コ レガ記 載 テ省 略 シ概 括 的 二肺 脾 腎 肝 二於 ケ

ル攣fヒテ述 ブル事 トセ リ。

(1>皮 下結 核 感 染 湖 冥 二於 ケ ル攣 化

肺 臓 「アチ ドー ぜ」テ惹 起 セ シメ タル大 腿 皮 下

結 核 感 染1鰯 冥 ノ肺 臓 ハ組 織 一 般 二麿 血 ラ來 シ、

而 モ組 織 ノ所 々 二多 撒 ノ上 皮 様 細 胞 拉 二少 撒 ノ

多核 白tu球 ・淋 巴球 ヨ リナ ル浸 潤 竈 ラ 多登 スル

モ ノ多 シ。 更 二又 中 心部 乾酪 攣 性 二陥 レル結 節

竈 テ見 ル モ ノア リ。 然 ルニ 「アチ ドー ゼjラ 惹 起

セ シメザ ル封 照 海猿 ニ テハ 未 ダ結 核 病 攣 輕 度 ニ

シテ氣 管枝 壁 ノ肥厚 テ認 メ ル程 度 二過 ギザ ル モ

ノ多 シ。

脾 臓 「ア チ ドー ゼje惹 起 セ シ メタ ル大腿 皮 下

結 核 感 染 海 狸 ノ脾 臓 ハ璽 血 極 メ テ高 度 ニ シテ諸

所 出 血 竈 テ介 在 スル ニ至 レル モ ノ多 ク脾 賓 ヨ リ

組 織 球 細 胞 ノ浸 潤 テ來 セル モ ノ ア リ。 濾 胞 ノ肥

大 亦 著 明 ニ シテ多 藪 ノ上皮 様 細 胞 テ認 ム ル モ ノ

多 シ。 一部 ハ病 髪 更 二高 度 ニ シテ結 節 多 敷 融 合

シ不 規 則 ナ ル病 野 ラ ナ スモ ノア リ。然 ル ニ 「ア チ

ドー ゼ」 テ 惹 起 セ シメ ザ ル封 照 海 猿 ニ テハー 般

二濾 胞 ノ鑛 大 モ軽 度 ナ ル モ ノ多 ク上皮 檬 細 胞 ノ

浸潤 モ著 シ カ ラザ ル モ ノ多 シ。

肝 臓 「アチ ドー ぜ」群 二於 テ ハ肝 小葉 ノ所 々 二

細 胞 攣 性 ラ件 ヘ ル モ ノ ラ見 ル事 アル モ結 核 病 竈

テ形 成 スル モ ノナ ク「アチ ドー ビ」ラ惹起 セ シメ

ザ ル海 狸 群 二於 テ モ前 者所 見 ト大 差 ナ シ。

腎 臓 「アチ ドー ぜJテ 惹 起 セ シメ タ ル モ ノ、 然

ラザ ル モ ノイ可 レモ著i墜ナ シ。織

要 之 大 腿 皮 下結 核 感 染 海 猿 ニ シナ盤 化 安 門 ヲ連

日服 用 セ シメ 「ア チ ドー ゼ」二陥 ラ シメ タ ルモ ノ

ハ肺 臓 拉 二脾 臓 ノ 結 核 性 攣 化 二於 テ 「アチ ドー

ぜ」二陥 ラ シメザ ル モ ノ ヨ リ悪 化 セ リ。 肝 臓 、腎

臓 二於 テハ雨者間二結核病憂ナクコノ黙甲乙ナ

キモノ・如 シ.

(2)腹 腔内結核感染海猿 二於 ケル攣化

肺臓 「アチドーゼ」ラ惹起 セシメタル腹脇内結

核感染海猿 ノ肺臓 バー般 二鯵血著 シク大小種々

ナル定型的結節多撒 ヲ晃絨 シソノ中心部ハ乾酪

檬 攣 性 二陥 ル モ ノ多 シ。 爾 所 々散 在性 二少 許 ノ

多 核 白 血球 ・淋 巴 球 ・上皮 様 細胞 ヨ リ成 レル肺 炎

竈 ラ見 ル所 ア リ。 コ レニ反 シ「ア チ ドー ゼje惹

起 セザ ル海 猿 群 ニ ア リテ ハ限 局 性 小 氣管 枝 肺 炎

竈 テ散 見 シ或 ハ肺 胞 中隔 輕 度 二肥厚 シテ血 管周

園 二細 胞 浸 潤 竈 ラ 見 ル事 アル モ定型 的 ノ結 節 ラ

認 ム ル場 合 勘 シ。

脾 臓 「アチ ドー ゼ」海 瞑 群 二於 テ ハ出 血 テ見 ル

事 著 シク濾 胞 ハ著 シ ク籏 大 シ、 更 二互 二融 合 シ

廣 範 ナル結 節 病 竈 ラ形 成 シ、 中心 部 ハ壌 疽 二陥

リテ斯 カ ル墜 化 ガ組 織 ノ大 牛 テ占振 ス ノレニ至 レ

ル モ ノア リ。 而 シテ菌 染 色 二依 リ竈 中 多撒 ノ結

核 菌 ノ存 在 テ謹 明 セ リ。 コ レニ反 シテ 「アチ ド

ー ゼ」 ラ 惹 起 セ シメザ ル海狸 群 ニ ア リテ ハ脾 蜜

ノ憤 大充 血、 或 ハ脾 髄 蛇 二濾 胞 内 二於 ケ ル上皮

様 細 胞 ノ集 積、 或 ハ稀 レニ ソ ノ中 心部 二核 崩 壌

ラ來 セ ル像 ラ認 ム ル モ 「ア チ ドー ゼ」群 二於 ケル

ガ如 キ融 合 性 ノ高 度 ナ ル壊 疽 二陥 リタル結節 ハ

之 テ認 メズ。

肝 臓 「ア チ ドー ビ」海 狸 群 ニ ア リテバ グ リ ソ ン

氏 鞘 ノ肥 厚 チ來 シ多 数 ノ淋 巴球 、 少 許 ノ上皮 檬

細 胞 ノ浸 潤 竈 号散 見 スル外 、 肝 小 葉 内 二孤立 姓

或 ハ融 合 性 二結 節 ラ認 ム ル モ ノ多 シ。然 ル ニ「ア

チ ドー ゼ」 テ 惹 起 セ シメザ ル海 猿 群 ニ テハ互 丑

ソ ン氏鞘 ニー致 シ又 ハ小 葉 内 二散 在 性 二小 圓形

細胞 浸 潤 竈 テ謹 明 シ精 見 ス ル ニ上 皮 様 細胞 ノ集

積 セ ル ラ認 ム ル モ ノ アル モ定 型 的 ノ結 節 ラ形 成

セ ル モ ノ極 メ テ紗 シ。

腎臓 腎 臓 ノ所 見 ハ 「ア ヂ ドー ぜ」海 猿 群 「アチ

ドー ゼ」テ惹起 セザ ル海狸 群 共 二攣化 ナ シ。

要 之 腹 腔 内結 核 感 染 海 狸 ニ シテ盤 化安 門 ヲ連 日

服 用 セ シノ「アチ ドー ビ」二陥 ラ シメタ ル モ ノハ

肺 臓 肝 臓 、特 二脾臓 ノ結 核 控 攣 化 二於 テ「アチ ド
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一 ぜ」 二 陥 ラ シメザ ル モ ノ ヨ リ増 悪 セ リ ト言 ヒ

得 ベ シ。 腎 臓 二於 テハ雨 者 共 二結 核 病攣 ナ ク コ

ノ黒占甲 乙 ナ キ モ ノ ・如 シ.

第四章 総括考察姓二結論

銑述 ノ方 式 二從 ヒ結 核 菌 テ海 猿 ノ大 腿 皮 下 及 ビ

腹腔 内 二接 種 シ、 同時 二 「ア チ ドー ビJテ 惹 起 セ

シムル 目的 ヲ以 テ監 化 安 門 ヲ連 日服 用 セ シム ル

時 ハ、 一般 二該 海猿 ノ艦 重 拉 二活 動 力 ハ封 照 群

二比 シテ減 退 ス ル モ ノナ リ。

皮下 結核 感 染 海 猿 二於 テ盤 化 安 門 ノ連 日服 用 二

依 ゾ アチ ドー ゼ」テ持 績 的 二惹 起 セ シメ タル モ

ノハ、 ソノ結 核 菌 接 種部 位 二於 テ出血 テ件 フモ

ノ多 ク、 且 ツ該 出 血竈 ト皮 膚 トハ互 二癒 著 セ ル

モ ノ ア リ。 出 血 ノ高 度 ノモ ノニ テハ該 部 ノ強 直

テ來 シ、 運 動 障 碍 テ見 ルモ ノア リ。 然 ル ニ盤 化

安 門 ラ服 用 セ シメザ ル封 照群 ニ テハ斯 カ ル出 血

テ認 メ シモ ノナ シ.次 二部 屡 淋 巴腺 ノ結核 病攣

テ見 ル ニ、ソ ノ病 愛 ノ度 合27例 中鼎 ノモ ノ7例

惜 ハ17例 十 力2例 テ見 ル。 然 ル ニ 封 照 群 ニ テ

ハ20例 中(柵 〉ノモ ノ9拶 嵯(十♪ハ11{列 ナ リ◎次

二脾臓 ノ攣 化 ヲ見 ル ニ 「アチ ドー ゼ」群 二於 テハ ・

(辮)ハ1例(十 〉ハ15例(十 〉ハ9例(一)ナ ル モ

ノ1例 ナ ル ニ、封 照群 ニ テハ1例 ノ(十)ノ 外 ハ

全部(一)ナ リ。 肝 及 腎 二於 テハ 「アチ ドー ぜJ群

及 ビ封 照 群 共 二病 墜 テ認 メ ズ。 部 チ肝 及 ピ腎 ハ

比較 的 「アチ ドー ゼjノ 影 響 ラ被 ラザ ル モ ノ ト解

スベ キ カ。 更 二逡 隔 淋 巴 腺 ノ病憂 テ観 察 スル ニ

腸 間膜 腺 二於 テハ 「アチ ド…一.ゼ」群 ハ(什 〉ガ2例

(十)ガ17例(一)7例 ナ ル ニ、封 照 群 ハ(十)8例

(→12例 ナ リ。 肝 門腺 ハ(昔)9例(十)13例

(一>4例 ナル ニ、 封 照 群 ハ 生十)7例(-113例

ナ リ。 又 後腹膜 腺 ハ(十>18例(一)8例 二封 シ、

封 照群 二於 テハ(十)1例 ア リ。他 ハ(十>10例

(一)9例 ニ シテ(昔)1例 テ除外 ス レバ、 コ レ亦

大腿 二於 テ封 照 群 ノ方病 攣 輕 度 ナル モ ノ多 シ ト

見 ルベ キ カ。

次 二氣 管枝 腺 二就 テ 見 ル モ 「アチ ドー ゼJ群 ハ

(昔〉ナ ルモ ノ3例(十)ナ ル モ ノ16例 く一)ハ7

例 ニ シテ、封 照 群 ハ コ レニ反 シ(十)10例(一)10

例 ラ示 ス。

以 上 皮 下結 核 感 染 海 狸 二於 ケ ル 「アチ ドー ゼ」群

ト封 照群 トヲ比 較 スル ニ、 全 部 ノ攣 化 ラ籔 量 的

二観察 ス レバ概 括 的 二 「アチ ドー ゼ」群 ハ 封 照 群
　

二比 シテ結 核 病竈 ノ檜 悪 進展 ノ程 度 甚 シキ モ ノ

ト解 シ得 ラル ベ シ。

次 二腹 腔 内結 核 感 染 海 狸 ノ實験 成績 二就 テ観 察

セ ンニ、 大 網 二於 ケ ル攣 化 ハ 「ア チ ドー ゼ」群 ハ

(辮〉ノモ ノ10例(十)ノ モ ノ7例 、封 照群 ハ(柵 〉

ノモ ノ7例(什 〉ノモ ノ7例 ニ シテ幾 分 百 分 比 ノ

上 ヨ リ見 レバ 「アチ ドー ゼ」群 二於 テ檜 悪 度 、 強

キ ガ如 キ モ、大 差 アル ナ シ。 脾 臓 二於 テ ハ 「ア チ

ドー ゼ」群 ハ(柵 ノモ ノ14例(粁)ノ モ ノ2例 二

封 シ、 封 照群 ハ(辮)1例 ノ ミニ シテ他 ハ(十)4

例1十)8例(一)1例 ニ シテ 「アチ ドー ぜ」群 ノ病

慶 ハ甚 ジ ク封 照 群 二比 シテ檜 悪 セル テ示 ス。 肺

臓 二於 ケ ル病 攣 テ見 ル ニ 「ア チ ドー ゼ」群 ハ(柵)

4例(什)6例(十)6例 ナ ル ニ、 封 照 群 ハ(辮)1

例(什>3例(十)8例(一)2例 ナ リ。 肝 臓 二歳 テ

ハ ヂァチ ドー・・一一ゼ」群1十)3例(一)13例 封 照群(十)

2例(一>12例 ニ シテ大 艦 二於 テ病 攣 ノ程 度 二

甲乙 ナ シ。 腎 臓 ノ病 攣 ハ雨 群 共 ニ コ レテ認 メ得

ズ。 即 チ肝 及 腎 ニ テ ハ コ ノ場 合 二於 テ モ 「アチ

ドー ゼjノ 影 響 ハ ナ キ モ ノ ・如 シ。更 二淋 巴腺 系

統 ノ病 攣 テ追 及 ス ル ニ、腸 間 膜 腺 二於 テハ 「アチ

ドー ぜ」群 ハ(辮)1例(十)2例(+>5例 二封 シ、

封 照 群 ハ(柵)1例(十>6例(十>7例 ニ シテ百分

比 ノ上 ヨ リ幾 分 「ア チ ドー ゼ」群 ニ テ病 攣 モ高 度

ナ レ ドモ、 大盟 二於 テ大 差 ナ シ。 肝 門 腺 ニテ ハ

「アチ ドー ゼJ群 ハ(帯)1例(粁)i3例(十)2例 ニ

シテ、 封 照 群 ハ 〈井)4例(十)10例 ナ ル ヲ以 テ

「アチ ドー ゼ」群 ノ増 悪度 強 シ
c後 腹膜 腺 ハrア チ

ドー ぜj群 二於 テ(柵>1例(十D11例(十>4例 ノ

病 憂 テ示 スニ封 シ、 封 照 群 ハ(惜)1例(升)6例

く十)7例=一 シテ稽 ミ百 分 比 ノ上 ヨ ザ ァ チ ドー ぜJ
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群 二於 テ檜 悪 度 甚 シ。 終 二氣管 枝 腺 ノ璽

化 ラ見 ル ニ 「ア チ ドー ぜ」群 ハ(帯)ノ モ ノ

4例(粁)ハ10例(十>2例 ア リ。 封 照群

ハ(辮)3例(井)4例(十)7例 ニ シテ前 者

二於 テ コ レ亦 病 攣 悪 化 ノ傾 向 ヲ観 取 スベ

シo

以 上腹 腔 内結 核 感 染 海猿 二於 ケ ルfア チ

ドー ぜ」群 ト封 照群 トテ比 較 ス ル ニ、コノ

全部 テ藪 量 的 二観 察 スル トキハ概 括 的 二

「ア チ ドー ゼ」群 二於 テ病 攣 ノー般 二悪 化
ダ

進 展 セル モ ノ多 キ ラ知 リ得 くごシ。

右 縷 結e述 セ シ所 ハ次 二示 ス統 計 表 二依

リテ比 較 的 容 易 二首 肯 シ得 ベ シ。

而 シテ以 上 實 験 成績 テー・貫 シテ特 異 ナル

ハ脾 臓 ノ攣 化 ナ リ。 即 チ皮 下結 核 感染 海

猿 ノ實験 二於 テ モ、 腹 腔 内結 核 感 染 海獲

ノ實 験 二於 テ モ、 ソ ノザアチ ドー ぜ」テ持

績 的 二惹 起 セ シメ タル モ ノハ殆 ン ド練 テ

脾 臓 ノ容 積 二於 テ著 明 ナ ル膨 大 腫 脹 テ來

セ ル鮎 ナ リ。 コ ノ膨 大腫 脹 ノ原 因 ハ結核

病 攣 悪 化 ニ バ 蹄 シ得 ザ ル所 ア リ。殊 二

顯 微 鏡 的 操 作 二依 リテ精 査 セ シ所 二從 ヘ

バ未 グ著 明 ナ ル結 核 病 竈 ヲ 謹 シ 得 ザ ル

へ 既 二著 シキ充 血 テ來 セル モ ノ アリ。

コ ノ黙 ヨ リ シテ 「アチ ドー ゼJ二 於 テノ、脾

臓 ノ結 核 病 攣 テ悪 化 セ シム ル ト共 へ 同

時 二脾 臓 ノ鰐 血 テモ來 ス モ ノ ・如 ク解 セ

ラル。

前 記 余 ノ實 験 成 績 ラ通 覧 シテ諒 知 セ ラル

ル如 ク、 「アチ ドー ゼ」歌態 テ連 緬 長期 二

亙 リテ惹起 セ シム ル時 ハ、 ソ ノ結核 感 染

海 猿 二及 ボ ス影響 バー般 二不 良 ニ シテ即

チ結 核 病 竈 ノ病 理 學 的 所 見 ハ封 照 二比 シ

テ劇 甚 高 度 ナ ル場 合 多 シ。 斯 カ ル貼 ヨ リ

シテ余 ノ實 験 ハ 「アチ ドー ゼ」状 態 ハ結核

病 勢 テ シテ檜 悪 セ シム ル モ ノナ リ ト薩斤ぜ

ザ ル ヲ得 ズ。 サ レ ド「アチ ドー ゼ」ノ斯 カ

ル作 用 ハ ソ ノ理 由 テ軍 一一ナ ル要 素 二鯖一

シ難 キ鮎 多 々 ア リ。 郎 チ「アチ ドー ゼjノ

ザ
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抗盟 産 生 二及 ボ ス影 響 、喰 菌 現 象 二及 ボ ス影響 、

或 ハ生 化學 的 方 面 二及 ボ ス影 響 等 モ、 結核 ノ進

展 二種 々ナ ル關 係 二於 テ参 與 ス ル所 アルベ シ。

然 レ共 斯 ル種 類 ノ幾 多 要 約 テ今 弦 二除外 シ、「ア

チ ドー ぜ」ソ レ自骨竪ノ本 態 タルフk素 「イ オ ン」 ノ

見地 ヨ リ結 核 二及 ボ ス罷 響 テ観察 ス レバ、 既 二

Schade等 ノ抱懐 セ ル如 ク左 ノ如 キ理 由 モ成 立

セ ンカ。

生膿 ハ ソ ノ艦 内 各所 二於 テ恒 二酸 化還 元 ナ ル生

化學 的 機轄 二依 リテ、 諸 種 ノ酸 性物 質 テ産 成 ス

ル モ ノナ レバ血 液 ハ コ レテ排 除 ス ル ト共 二、 又

pレ テ中和 シソ ノ局所 局所 二於 ケ ル反 癒 テ シテ

正常 値 二保 持 セ シメ ン トス。 而 シテSchade二

從 ヘ バ結核 モ亦 一一ノ炎 衝轄 機 ナ レバ其 所 二水 素

「イ オ ン」濃度 ノ堆伽 テ來 シ
、 血液 ハ コ ノ異 常 ナ

ル水 素 「イ オ ンJ集 積ソ 状 態 テ整 復 セ ンガ爲 二、

中和 的 二作 用 スベ キ モ ノナ ルベ シ。然 ル ニ「アチ

ドー ぜ」二 陥 リ シ血液 ハ コ レニ必 要 ナ ルベ キ酸

申和 能力 ノ減 退 セ ル モ ノナ レバ、 異 常 ナ ル局 所

反慮 即 チ水 素 「イオ ンJノ集 積 状 態 ヲ、充 分 二且

ツ速 カ ニハ整 復 シ得 ザ ル ベ ク、 コハ 延 イテ病 勢

i族復 ノ障 碍 ト ナ リ結 核 進 展 ノー 因 トモナ ル ベ

シ 。

然 ル ニ更 二弦 二興 味多 キハ結 核 菌 増 殖 ノ好 適 水

素 「イ オ ン」濃 度 ナ リ。Dernbyu.N乞slundハ

培 養 上 人型 結 核 菌 檜 殖 ノ好 適 水 素 「イ オ ン」濃 度

・・PHニ テ6,0乃 至6・5ノ 間 二存 ス ル事實 テ實

験 謹 明 シ、Schadeu.Claussenモ 亦 コ レテ追

試 シ右 ノ事 實 テ承認 セ リ。

今 若 シ血 液 ノ酸 中和 能 力 二滅 退 テ來 シ、 從 テ病

竈 局 所 ノ檜 加 セ ル水 素 「イ オ ンJハ コ レニ依 リテ

正 常 ノ歌 態 二迄 整 復 セ ラ レ難 シ トセ バ、 ソ ノ部

位 二於 ケ ル反慮 ハ結 核 菌 檜 殖 ニ トリテ ハ多 々 盆

督々 辮 ズ ル所 ナ ラズ ヤ
eSchadeu。Claussenハ

急 性 蚊 二慢 性 炎衝 部 位 ノ水 素 「イオ ン」濃度 ト結

核 菌 檜 殖 ノ好 適 水素 「4オ ン」濃 度 トノ關 係 ラ興

深 キ圖 表 ラ 以 テ 現 ハ シ コ ノ間 ノ消 息 テ詳 述 セ

リ。

要 之1一ア チ ドー ゼJ=於 テ ハ ソ ノ血 液 ノ酸 中和 能

力 ノ低 下 セル事 ガ髄 内任 意部 位 ノ酸 性 ヨ リ盤 基

性 ヘ ノ韓 移 ラ困 難 ナ ラ シメ、 延 イテ コ ノ事 ハ結

核 菌特 異 ノ性 質 二合 致 シ、結 核 病 竈 ノ檜 悪 テ招

來 スル モ ノナ ラ ンカ。

結

余 ハ實 験 的 「アチ ドー ぜ」ノ海猿 結 核 二及 ボ ス=影

響 テ知 ラ ン ト欲 シ、 一定 期 間結 核 感 染 海 狸 二連

日盤化 安 門 ラ胆 用 セ シメ、 「アチ ドー一ぜJ=・vaリ

タル ラ酸 中和 能 ノ低 下 二依 リテ謹 シタル上 、 ソ

ノ結核 病竈 ノ病 理 學 的攣 化 ラ観 察 シテ次 ノ如 キ

成績 テ得 タ リ。

(1)皮 下結 核 感 染 海猿 テ 「アチ ドー ぜ」二陪 ラ シ

ム レバ、 ソ ノ皮 下接 種 部 位 二 出血 竈 テ招來 シ、

且 ツ部罵 淋 巴腺 ノ結 核 病 攣 モ劇 甚 ニ シテ、軟 化

自壌 ス ル ニ至 ル モ ノ「アチ ドー ぜ」二陥 ラザ ル モ

ノニ比 シ多 藪 ナ リ。 肺 臓 ニ テハ 「ア チ ドー ぜ」群

二於 テ病 竈 ノ悪 化 セル モ ノ多 ク
、脾 臓 ニ テノ・コ

ノ歌 態 ハ更 二顯 著 ナ リ。 且 ツ 「アチ ドー ゼ」海 猿

群 ノ脾 臓 バー般 二鯵 血 極 メテ高 度 ニ シテ諸 所 出

論

血 竈 テ認 ム ルモ ノア リ。 肝臓 及 ビ腎臓 ノ攣 化 ハ

雨 者共 著 明 ナ ラズ。 故 二1一アチ ドー ゼ」ノ影 響 テ

認 メ得 ズ。腸 問膜 腺 ・肝 門 腺 ・後 腹 膜 腺 ・氣 管 枝 腺

等 ノ腫 脹 ノ程 度 テ 比 較 ス ル ニ激 量 的 二 「アチ ド

ー ゼ」群 二於 テ高 度 ナ ルモ ノ多 シ
。

(の 腹 膣 内結 核 感 染 海 猿 テ「ア チ ドー ゼ」二1畠ラ

シム レバ、 肺 脾 肝 ノ結 核 病壁 ハ封 照 二比 シテ著

シ ク増 悪 セル テ認 ム。 特 二脾 臓 ノ攣 化 二於 テ然

リ。即 チ「ア チ ドー ぜ」海 摸 群 ノ脾 臓 ハ腫 脹 膨 大 ・

優 血 高 度 ニ シテ且 ツ結 節 互 二融 合 シ廣 範 ナ ル結

核 病 竈 ハ殆 ド組織 ノ大 牟 テ占檬 スル ニ至 レル モ

ノ頗 ル多 シ。 腎臓 ノ結 核 性 攣 化 ハ雨 者 共 ニ コ レ

テ認 メザ レバ ヂア チ ドー ぜ」ノ影 響 テ決 シ難 シ。

腸 間 膜 腺 ・肝 門腺 ・後 腹膜 腺 ・氣 管 枝 腺 等 ノ 腫 脹
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程 度 ラ比 較 ス ル ニ「アチ ドー ゼJ群 二於 テ高 度 ナ ル モ ノ多 シ。
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附圖説明

1、2、3、9、10魎 化 安 門 ヲ連 日服用 セ シメ 「ア チ ドー

ゼ」二 昭 リタ ル腹 腔 内結 核 感 染 海 狸 ノ肺 及 ビ脾 。

4、5、6、7、8「 ア チ ドー ゼ」二昭 ラ ザ ル腹腔 内結 核 感

染 海 猿 ノ肺 及 ピ脾(封 照海 狸 〕ζ ・

11s12、13、i41va安 門 ヲ連 日服 用 セ シ メ 「ア チ ドー

ゼ」二隔 リタル大腿皮下結核感染淑 瞑 ノ部隠淋巴腺

粒 二接種部位。

15、16、17、18「 アチ ドhゼJご 隅 ラザ]v大 腿皮下結

核 感染海猿 ノ部瀦淋 巴腺遊 二接種部位。
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